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られた C9 のジ及びモノカルボン酸を Pd/C 触媒下、300℃で処理することで良好に





C3、C6 及び C9 カルボン酸が得られた。ただし、このうち C3 カルボン酸は水溶
性のため回収困難であることが判明した。また、C6 カルボン酸の沸点は脱炭酸温
度の 300℃以下であっため、常圧で反応を行うと炭化水素収率が低下することが分




でパーム油から収率よく C16 及び C18 の飽和及び不飽和脂肪酸が得られた。さら
に、上記で求めた最適条件下で酸化開裂及び脱炭酸反応を行ったところ、100g の

















られた短鎖の C9 ジカルボン酸及び C9 モノカルボン酸を Pd/C 触媒存在下、





2) 炭素鎖中に複数の C=C 二重結合を含む二価及び三価の C18 多価不飽和脂肪酸
であるリノール酸及びリノレン酸を用いた炭化水素生産を検討した。酸化開裂








し、収率よく C16 及び C18 の飽和及び不飽和脂肪酸を得た。次に、前述の研
究で明らかにした最適条件を用い、酸化開裂及び脱炭酸反応を行ったところ、
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